
 

 

 

一般社団法人展示映像総合アーカイブセンター 

 

１．本事業の概要と目的 

博覧会、展示会等のイベントや、文化施設、商業施設等で上映される「展示映像」は上映期間を終え

ると、作品の多くは上映空間や機材が撤去されることもあり、総合的に保存されることはまれである。

同時代の映像技術や表現の先進的な側面を持ちながら、映画のようなアーカイブとは無縁の映像であ

る。この特殊仕様の展示映像を後世に残すことを目的にして、本事業はスタートした。展示映像はオリ

ジナル形式での再現はほとんど不可能であり、これまでもそのアーカイブ事例は非常に限られている。

本事業は「保存する」ことに加えて、何らかの形式で再現し、公開することを目指している。 

 

２．今年度のプロジェクト目標 

一社)展示映像総合アーカイブセンターセンターにて保有している展示映像の中から、16mm フィル

ムに収録されているためにメディアの劣化が危惧され、早急なデジタル化が必要と判断した次の作品

を選定してデジタル化をおこなうことを目標とした。 

作品タイトル『太陽の狩人』。1970 年開催、日本万国博博覧会「電力館」で上映された作品。オリジ

ナルは 35mm フィルムによる 5 面マルチ映像。現在、これを 16mm フィルムに合成版として縮小プ

リントしたものが残っている(註)。フィルム原版は東宝に存在するが音声は残されていない。 

合成版は「シネスコ版」となっているため、デジタル化のみにならず画角調整等も含めた復元

により、当時の映像を疑似的に再現できることを目指した。 

 

３．『太陽の狩人』の作品概要 

 電気事業連合会は 1970 年大阪万博において電力館を出展した。その主展示映像として制作されたの

が『太陽の狩人』である。上映時間は 16 分 20 秒。東宝映画製作、監督は恩地日出夫監督である。 

 本作品は５面マルチ映像であるが、ひとつの映像は 2:1 の縦画面でこれが横に 5 面並んで+いる。劇

場の定員は 436 名。 

太陽は人間の活動の原資、全てのエネルギーの源である。日の出とともに世界中で人々が動き始め

る。パリ、ニューヨーク、香港、テレラン、そして東京･･･太陽の狩人であるゆえの私たちのエネルギ

ッシュな生きざまを、世界を横断して描いた壮大な映像詩である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．年度成果報告 

（１）フィルムの現状確認 

このフィルムは 1970 年の開催期間中に上映中のスクリーンを直接フィルム撮影したと思われる。ワイ

ド画面を収録するためにアナモフィックレンズを使用したため、左右は圧縮状態で焼き付けられた(前

項説明どおりオリジナルは上下圧縮であるが合成版は左右圧縮)。映像ホールのスクリーンの中間の高さで撮

影されていないことから、スクリーン間の目地は両端になるにつれ垂直になっていない。また、経年劣

化により退色が激しく、図のようにほとんど淡い赤系の単色状態となっている。音声はフィルムにそ

のまま焼き付けられている。 

令和 6 年度文化芸術振興費補助金メディア芸術アーカイブ推進支援事業 

1970 年大阪万博の展示映像のデジタル化 

図 1)電力館の映像ホール      図 2)上映中のスクリーンショット       図 3)上下に圧縮撮影されたフィルム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）デジタル化と補正方針の確認 

デジタル作業はフィルムの検査及びクリーニングからは

じまった。ケース内の保存状態はほぼ良好であるが、退色が

激しい。デジタル･ソース・マスターを作成してから色彩の復

元を行った。ただしフィルム特有の色調や質感を勘案して最

小限の色乗せに留めた。1970 年の劇場では 5 面のスクリー

ンは客席に向けて両端を内向きに湾曲させていたため、正面

からの撮影では両端のスクリーン幅がやや狭い。そのため目

地の垂直補正と各画面のアスペクト補正を行った。目地の垂

直はほぼ確保できたが、特に両端のアスペクトを強引に補正

しようとすると映像にひずみが出るため、微妙な加減に留め

た。その結果、各画面のサイズが正確にはそろわなかった(右

図参照)。 

フィルムはシネスコ仕様のため、左右を引き延ばし、5 画

面のそれぞれが、およそ 2:1 となるように補正した。「およそ」

とは前述のように 5つの画面のアスペクトが異なるため中央

の 3 つの画面を優先する形で補正を行った。 

これにより、デジタル版では左右の引き延ばし、色調とも

に 1970 年当時の記録フィルムに近いデータが得られた。 

 

（３）完了状況 

デジタル化によるスキャンデータの出力は DSM（映像と音声とを個別に取得している）、UHD マス

ター、HD マスターとした。色調、シャープネス、アスペクト、目地等の諸課題が混在したフィルムで

あったが、十分に鑑賞に堪えうる修復ができた。 

『太陽の狩人』は前述のとおり音声の所在は不明である。したがって当時の 5 面マルチ映像を、疑

似的ではあるがオリジナルに近い形式で鑑賞できるのは、唯一このデータだけである。 

 

５．『太陽の狩人』修復版からのスクリーンショット 

 本作品から主要なシーンを抽出してスクリーンショットとして抜き出した(下図)。ストーリーは･･･

人々と太陽、太陽の狩人、狩人たちの戦場とそのモニュメント、戦い続ける人間たち、夜と人間たち、

陽はまた昇る････と続いていく。修復により 1970 年当時の映像と音声ともに検証可能となった。 

 

 

 

図 4)現存する 5 面合成版の 16mm

フィルム 

図 6)左右が圧縮状態で収録されている。 

退色がひどく元色の情報は不明。 

図 7)5 面の各アスペクトは微妙に異なる 

図 8)デジタル作業の完了後 

図 5)修復前の 16mm フィルム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．成果の公開に向けて 

1970 年日本万博の展示映像については、これまでも所在調査がおこなわれており、日本館の 8 面マ

ルチ映像『日本と日本人』、みどり館の『アストロラマ』、東芝館の『サークルビジョン』、自動車館

の『1 日 240 時間』などが不完全ながらも復元公開されている。『太陽の狩人』は関西電力が 1970 年

の電力館の出展関係資料を保存していた「電力館資料室」がすでに存在せず、本プロジェクトが保存す

る 16mm フィルムのみが当時の映像展示の全編を知ることのできる唯一の動画である。 

昨年度の成果公開（1988 年開催のさいたま博覧会での 3 面マルチ映像『未来への挑戦～渋沢栄一物

語～』）は九州大学附属図書館芸術工学図書館の主催で福岡と東京で実施した。今年度の成果も同様

に、公的研究機関の主催による公開という形をとり、2025 年内に九州大学大橋キャンパスにて本作品

の上映を行う予定である。 

いずれの作品も社会的に関心の高い映像であるため、著作権等の法的な課題を解決しながら公開上

映に向けて作業を進めたい。 

 

７．参考写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
註：5 画面のアスペクトが異なっていることから、5 つのスクリーンを現地でそのまま撮影したものと思われる。 
写真出展：図 1)図 3)図 12）『人間とエネルギー1970電力館の記録』電気事業連合会,1970／図 2) 『EXPO’70写真集･日本万国
博』朝日新聞社編,昭和 45 年／図 9)図 10) 関西電力･1970 年電力館資料館所蔵アルバム／図 11)脇山真治撮影／その他は現物撮

影およびデータ版のスクリーンショット。 

図 9)５連カメラのテスト 図 10)３連カメラのテスト 

図 12)５連カメラによる撮影（アリゾナ州モニュメントバレー） 

図 11)上映に使用された映写機 


